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 要 旨   
これまでの研究で、オキシトシン（OT）の投与は哺乳類の社会性や不安様の行動を調節

し、その効果は OT の投与後にも持続して見られることが示唆されている。本研究では、動

物の発達で重要な時期である初期青年期（early adolescence）の Wistar ラットへ繰り返し

投与した OT が、成長後の生理や行動に影響を与えるかどうか検討した。 
出生後（PND）33－42 日のラットへ 1 mg/kg の OT を毎日、10 日間、腹腔内投与した。

OT の投与は体重増加の一時的な低下を生じたが、OT 処置終了後は回復した。OT 投与終

了 8 日後の PND50 日目（PND50）にラットの行動について評価した。OT を投与したラッ

トでは不安様行動の低下が見られ、一方、PND55 で不安の低下と関連して社会的相互行動

の著しい亢進が見られた。OT 処置ラットは PND63 で血清 OT レベルが増加傾向にあり、

さらに、視床下部の OT 受容体 mRNA は上昇していた。PND63－72 でビールの摂取量を

毎日 70 分間の摂取時間で検討した結果、OT 処置と対照でビール摂取量に差はなかった。

しかし、PND72－97（初期成体期）で、ビールの摂取を摂取時間を自由に（24 時間）設定

した試験では、対照と比較して OT ラット投与でビール摂取量の減少が見られた。ビールを

自由に摂取させてから 25 日後で OT（1 mg/kg）投与の効果を検討すると、OT 急性処置は

ラットのビール摂取を強く抑制した。 
本研究の結果は、初期青年期での OT 投与は、青年期での社会性不安を低下させ、成長後

に不安状態に関連して生じる可能性のある過剰なアルコール摂取を抑制することができる

ことを示している。これらの行動的変化は長期に渡る OT 系の亢進と関連している。OT あ

るいは OT 受容体刺激薬はアルコール使用障害や社会性不安障害などに対する効果的で持

続的な治療法となると考えられる。 

 




